委　　　任　　　状

　　　　　
私達は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に医療法人社団　　　　　　の開設する　　　　　の　　　　　　を賃借する契約の一切の権限を委任します。

令和　年　月　日

　　　　　　　　　　住　所　　

　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　住　所　　

　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 収　入

 印　紙


	　　　　不 動 産 賃 貸 借 契 約 書（案）


賃貸人  　 　　　　     （以下「甲」という。）と、　
賃借人医療法人社団　　　　　　（以下「乙」という。）とは、甲の所有する不動産の賃貸借に関し、次のとおり契約する。

（目的）

第1条 甲は、末尾記載の不動産を乙に賃貸し､乙は､これを借り受け、賃貸料を支払う

ことを約諾する。

（賃貸期間）

第２条　賃貸借期間は、医療法人設立の日から満　　　　年とする。

（賃貸料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第３条　家賃は、１ヶ月金　　　　　円也とし、乙は、毎月末日までに翌月分を甲の住所に持参して支払うものとする。　　　
２　甲は家賃が経済事情の変動､公租公課の増額等により不相当となったときは、契約

期間中であっても家賃の増額を請求することができるものとする。

（敷金）

第4条 敷金の受け渡しはないものとする。

（使用目的）

第5条 乙は､本件建物を診療所の目的に使用するほか、他の用途に使用してはならな

　い。

（原状変更の禁止）

第6条 乙は、次の場合には、事前に甲の書面による承諾を受けなければならない。

(1) 　建物の模様替えまたは造作その他の工作をするとき。

(2) 　賃借権の譲渡もしくは転貸またはこれらに準ずる行為をするとき。

（解除条項）

第7条 乙が次の場合の一つに該当したときは､甲は、催告をしないで、直ちに本契約

を解除することができるものとする。

(1) ２ヶ月分以上家賃の支払いを怠ったとき。

(2) 家賃の支払をしばしば遅延し､その遅延が本契約における賃貸人と賃借人との

　　 間の信頼関係を著しく害すると認められるとき。

(3) 長期不在により、賃借権の行使を継続する意思がないと認められるとき。

(4) 前条の規定に違反し、その他本契約に違反したとき。

（費用負担）

第8条 建物の部分的な小修繕は、乙が費用を負担してみずから行うものとする。

２　甲は建物に関する公租公課を負担し、乙は電気､水道､ガス等の使用料を負担する。

（損害賠償）

第9条 乙（その使用人を含む。）の責に帰すべき事由によって建物を破損または滅失

したときは、乙はその損害を賠償するものとする。

（契約終了後の措置）

第10条　乙は､建物の明渡しに際し､乙の費用で原状に回復し､甲の立会を求め、建物の

　引渡をするものとする。

（信義則条項）

第11条　甲及び乙は、この契約の各条項を誠実に履行するものとする。

（規定外事項）

第12条　この契約に定めのない事項､並びに契約条項の解釈に疑義が生じたときは､甲

　乙誠意をもって協議し、その解決にあたるものとする。

以上契約の証として本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各１通を保有する

　　　　　年　　　月　　　日

甲　　住　所　 

　　　氏　名　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　㊞
乙　　住　所　
　　　名　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
物　　件　　の　　表　　示

（土　　　地）

　　住　　　所　

　　登記簿所在　

　　地　　　番　

　　面　　　積　　　　　　㎡
　　　　　　　　（うち診療所部分　　　　　　　　　　　　　　㎡）

（建　　　物）

　　住　　　所　

　　登記簿所在　

　　 eq \o\ad(家屋番号,　　　　　)　

　　 eq \o\ad(種類構造,　　　　　)　 
　　 eq \o\ad(床面積,　　　　　)　　　　　　㎡
　　　　　　　　（うち診療所部分　　　　　　　　　　　　　　㎡）


